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ふりがな

氏　名

連絡先 電話 e-mail address

研究課題

円 0 円

6930 円

4752 円

17435 円

1100 円

2505 円

10400 円

16188 円 円

　　 合計（残額が生じた場合は返還を求める） 59310 円

その他

59310

支出額 小計出張先・交通費・宿泊費

書籍代⑤（『明治大学の歴史』明治大学史資料センター、2017年）

書籍代③（『明治大学文学部50年史資料叢書』全12冊、明治大学文学部）

書籍代①（小澤実・佐藤雄基編『史学科の比較史』勉誠出版、2022年)

書籍代②（小澤実・佐藤雄基編『グローバルヒストリーのなかの近代歴史

学』東京大学出版会、2025年）

書籍代⑥（東京大学史料編纂所編『東京大学史料編纂所史 史料集』東京大学

出版会、2001年）

複写料金（「衆議院憲政史編纂会履歴書綴」および「衆議院憲政史編纂会雑

書綴」、いずれも国立国会図書館憲政資料室蔵）

書籍代④（『明治大学文学部五十年史』明治大学文学部、1984年）

研究出張旅費

文学研究科歴史学教育研究振興資金助成金報告書

研究成果報告（申請時の研究目的に基づいてどのように調査・研究を行い、どのような成果が得られたか。課題として残されたことは何か。支出の特徴について
も触れる。また、今回の研究成果について公表する予定がある場合には、そのことについても記載すること。）

【支出内訳】支出はA：書籍代、B：複写料金に大別できる。　以下、下記「支出報告」欄に付した番号に従い、Aから支出の意義を概観

する。①②は大学の史学科や史学科で活躍する教員を対象とした論集であり、本研究の方法論的基盤を構築するために不可欠で

あった。③④⑤は明大文科専門部の制度的沿革や史学科カリキュラムの詳細を把握するためのみならず、現時点で最新の明治大学

史における文学部の位置づけを確認するための基本資料である。⑥は、明大史学科を卒業した生徒の進路を追跡する必要から生じ

た支出である。Bもまた、卒業生徒の進路追跡のために支出したものである。この複写は業者への依頼を余儀なくされ、費用がかさむこ

ととなった。

　なお、当初予定していた駿台新報の全頁複写は断念した。代替として、史学科に言及される箇所を事前にメモしたうえで、当該箇所

に絞って、あらためてマイクロで閲覧・複写を行った。予定とは異なる工程を踏むことになったものの、これにより従来の年史や史料集等

から落とされてきた記事を拾うことができ、駿台新報を通して史学科の新たな情報を発見した。

【調査の内容と成果】　申請者は研究計画時点で、3つの方針を立てた。A:「明治大学史学会」の活動分析、B:『史学研究室日記』の精

査、C:卒業生の特定と進路の追跡、である。最も優先的に取り組み、かつ成果が得られたのはCであった。A・Bには支出していないた

め、以下ではCの報告に重点を置く。
A：1933年11月から1938年5月までの会報全5号・ニュース約40号分の目次と引用のデータベースを整備した。あわせて史学会活動年

表を作成し、会則の変遷と会の動向を把握した。具体的には、「明治大学史学会」から「明治大学生徒史学会」への名称変更や、「自

主的・自発的精神」を掲げた生徒主導運営への移行過程を跡づけた。B：『史学研究室日記』は全8冊が現存するが、時間の制約によ

り、翻刻を終えたのは2冊（1932〜34年の記録）にとどまった。
C：明大史学科を対象とする本研究の歴史学的意義を強く打ち出すために、卒業生たちの進路や活躍を具体的に把握する必要があ

る。したがって本段階から着手した。1935〜38年の卒業生は、従来その氏名すら特定されていなかった。しかし『明治大学一覧：付・卒

業生年度別』（1937年版）と『駿台新報』の記事を用いることで、全卒業者58名の氏名の特定に成功した。さらに国立国会図書館や『東

京大学史料編纂所史史料集』等を駆使して、可能な限りで卒業生の集団人物誌（プロソポグラフィ）を作成した結果、教員三名の人脈

を通じた歴史研究機関への組織的な人材供給の実態が明らかになった。その三名とは文科専門部長・尾佐竹猛、史学科長・渡辺世

祐、史学科幹事・松崎実であり、史学科生徒は彼らを媒介として、歴史学界で活躍していたのである。

　こうした発見は、従来の帝国大学中心の史学史が看過してきた、私立専門学校出身者による歴史学界への貢献を可視化した点で、

本研究の最も重要な成果といえる。今後の課題は、明大史学科で行われた教育の様相を、史学会の動向と絡めて具体的に解明する

こととなる。これはA・Bを引き続き進めることで達成しうる。

 支出報告

駿台史学会以前──戦前期・文科専門部時代の明治大学史学科

２０２６年　３月１０日

さいとう　れん

齊藤　廉㊞

080‐5729‐2938 sithrne＠gmail.com

文学研究科史学専攻日本史学専修博士後期課程2年

所属
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